
JP 2020-5434 A 2020.1.9

10

(57)【要約】
【課題】本発明は、電動機が高出力化や高密度化される
場合であっても、電動機の大型化や騒音増大することな
く、回転子及び固定子を効率よく冷却することができる
内扇ファンを備えた電動機を提供する。
【解決手段】本発明の内扇ファンを備えた電動機は、シ
ャフトと共に回転する回転子と、回転子の外周面に対向
する固定子と、回転子に接続したエンドリングと、固定
子に接続した固定子巻線と、スリーブを介してシャフト
とともに回転するファンと、ファンの翼外周先端に対向
するファンガイドと、回転子、固定子、ファン、ファン
ガイド、エンドリング、および固定子巻線を格納するフ
レームと、を有し、回転子は、回転子の軸方向に貫通す
るアキシャルダクト、及び、アキシャルダクトに連通し
、回転子の内側から外側へ放射状に貫通するラジアルダ
クトを有し、ファンは、フレームの内部に設置される内
扇ファンであり、内扇ファンは斜流型であると共に内扇
ファンの吐出方向が内側方向であることを特徴とする。
【選択図】　図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　シャフトと共に回転する回転子と、前記回転子の外周面に対向する固定子と、前記回転
子に接続したエンドリングと、前記固定子に接続した固定子巻線と、スリーブを介して前
記シャフトとともに回転するファンと、前記ファンの翼外周先端に対向するファンガイド
と、前記回転子、前記固定子、前記ファン、前記ファンガイド、前記エンドリング、およ
び前記固定子巻線を格納するフレームと、を有し、
　前記回転子は、回転子の軸方向に貫通するアキシャルダクト、及び、前記アキシャルダ
クトに連通し、回転子の内側から外側へ放射状に貫通するラジアルダクトを有し、
　前記ファンは、前記フレームの内部に設置される内扇ファンであり、前記内扇ファンは
斜流型であると共に内扇ファンの吐出方向が内側方向であることを特徴とする内扇ファン
を備えた電動機。
【請求項２】
　前記ファンガイドが２重構造であり、その外径側を前記内扇ファンの翼外周の先端部に
沿って設置し、その内径側を前記固定子巻線の外径側輪郭に沿って設置したことを特徴と
する請求項１に記載の電動機。
【請求項３】
　前記スリーブの外周面であって、前記内扇ファンの後流側の外周面端部に、内径方向へ
転向する転向面を有することを特徴とする請求項１または請求項２に記載の電動機。
【請求項４】
　前記内扇ファンの翼根元側後縁と前記エンドリングとの軸方向距離を、前記内扇ファン
の翼最大外径の０．１７倍以上０．２０倍以下に設置することを特徴とする請求項１また
は請求項２に記載の電動機。
【請求項５】
　前記内扇ファンの翼の午面形状が、直線で形成されることを特徴とする請求項１または
請求項２に記載の電動機。
【請求項６】
　前記内扇ファンの翼根元の出口角度が、８５°以上９０°以下であることを特徴とする
請求項１または請求項２に記載の電動機。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、内扇ファンを備えた電動機に関する。
【背景技術】
【０００２】
　本技術分野の背景技術として、特開２００４－２３６４３９号公報（特許文献１）があ
る。この公報には、中空にした回転子鉄心を回転子軸アームにより回転子軸に保持させ、
これにより回転子鉄心と回転子軸との間にアキシャルダクトを形成するようにした回転電
機が記載されている。
【０００３】
　また、本技術分野の背景技術として、特開平１１－４５５９号公報（特許文献２）があ
る。この公報には、回転子鉄心に冷却用気体が通る複数の冷却用貫通孔が形成された電動
機本体と、電動機本体の出力軸が突出する端部とは反対側の端部側に設けられて複数の冷
却用貫通孔を通る冷却用気体に圧力を付与する冷却ファンと、複数の冷却用貫通孔と冷却
ファンの通風路とを連結する気体流通路を構成するダクトとを具備している冷却ファン付
き電動機が記載されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００４－２３６４３９号公報
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【特許文献２】特開平１１－４５５９号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　前記特許文献１には、アキシャルダクトが形成された回転電機が、また、前記特許文献
２には、冷却ファン付き電動機が、それぞれ記載されている。しかし、特許文献１及び特
許文献２に記載の回転電機もしくは電動機では、電動機（回転電機）が更に高出力化や高
密度化された場合、回転子及び固定子で発生する発熱量が電動機の冷却能力を上回ってし
まい、回転子及び固定子の温度上昇が定格値を超過してしまう可能性がある。
【０００６】
　そこで、本発明は、電動機が高出力化や高密度化される場合であっても、電動機の大型
化や騒音増大することなく、回転子及び固定子を効率よく冷却することができる内扇ファ
ンを備えた電動機を提供する。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上記課題を解決するために、本発明の内扇ファンを備えた電動機は、シャフトと共に回
転する回転子と、回転子の外周面に対向する固定子と、回転子に接続したエンドリングと
、固定子に接続した固定子巻線と、スリーブを介してシャフトとともに回転するファンと
、ファンの翼外周先端に対向するファンガイドと、回転子、固定子、ファン、ファンガイ
ド、エンドリング、および固定子巻線を格納するフレームと、を有し、回転子は、回転子
の軸方向に貫通するアキシャルダクト、及び、アキシャルダクトに連通し、回転子の内側
から外側へ放射状に貫通するラジアルダクトを有し、ファンは、フレームの内部に設置さ
れる内扇ファンであり、内扇ファンは斜流型であると共に内扇ファンの吐出方向が内側方
向であることを特徴とする。
【発明の効果】
【０００８】
　本発明によれば、電動機が高出力化や高密度化される場合であっても、電動機の大型化
や騒音増大することなく、回転子及び固定子を効率よく冷却することができる内扇ファン
を備えた電動機を提供することができる。
【０００９】
　なお、上記した以外の課題、構成及び効果は、以下の実施例の説明により明らかにされ
る。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】本実施例に係る内扇ファンを備えた電動機の要部断面を示す模式図である。
【図２】本実施例に係る内扇ファンの寸法定義を子午面で説明する説明図である。
【図３】本実施例に係る内扇ファンの寸法定義を翼型で説明する説明図である。
【図４】他の実施例に係る内扇ファンを備えた電動機の要部断面を示す模式図である。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　以下、実施例を、図面を用いて説明する。
【実施例１】
【００１２】
　図１は、本実施例に係る内扇ファンを備えた電動機の要部断面を示す模式図である。
【００１３】
　なお、本実施例で記載する電動機１００は、比較的容量が大きなＭＷ（メガワット）ク
ラスの産業用誘導電動機（例えば、回転速度６０Ｈｚ）などの電動機である。
【００１４】
　電動機１００は、シャフト２と、シャフト２によって支持され、シャフト２と共に回転
する回転子３と、回転子３の外周面に対向するように位置して回転子３が回転することで
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磁力が発生する固定子１１と、これらを格納するフレーム１と、で構成される。
【００１５】
　フレーム１には、シャフト２が軸受１０を介して回転自在に設置される。二つある軸受
１０の間の部分に回転子３が固定されており、回転子３はシャフト２の軸線を中心にシャ
フト２と一体に回転する。
【００１６】
　そして、回転子３には両端部に２つのエンドリング６が接続され、固定子１１には両端
部に２つの固定子巻線１２が接続される。また、シャフト２には、スリーブ２１を介して
支持され、シャフト２と共に回転する内扇ファン２２が設置される。更に、内扇ファン２
２の翼外周先端には、内扇ファン２２に対向するように、ファンガイド２３が設置される
。
【００１７】
　つまり、シャフト２には、軸受１０と回転子３との間の両側の部分にスリーブ２１を介
して内扇ファン２２がそれぞれ固定され、シャフト２と一体に回転される。このとき、内
扇ファン２２とスリーブ２１とは斜流型である。また、内扇ファン２２は、２つの軸受１
０の間、つまり、フレーム１の内部に設置されるファンである。
【００１８】
　ファンガイド２３は、内扇ファン２２の翼外周先端と対向するように設置され、内扇フ
ァン２２の吸込側と吐出側とを区切るように設置される。
【００１９】
　このように、内扇ファン２２の外周面には、ファンガイド２３が隙間を介して対向する
。また、ファンガイド２３は、フレーム１の中に設置される天板３３に固定される。
【００２０】
　フレーム１は、回転子３、固定子１１、内扇ファン２２、ファンガイド２３、エンドリ
ング６、固定子巻扇１２を格納する。
【００２１】
　なお、フレーム１の上側には、クーラーボックス１４が設置される。クーラーボックス
１４の中には、図示していないが、水平方向に長い冷却管が多数設置される。
【００２２】
　回転子３には、回転子３の軸方向に貫通するアキシャルダクト５が設置され、アキシャ
ルダクト５に連通し、回転子３の内側から外側へ放射状に貫通するラジアルダクト４が設
置される。
【００２３】
　このように、回転子３には、回転子３の内径から外径に放射状に延びた複数のラジアル
ダクト４と、回転子３の内径側の部分に、シャフト２の軸線方向に沿って延び、かつ、周
方向に互いに間隔をおいて設けられた複数のアキシャルダクト５と、が設置される。
【００２４】
　回転子３の外周面には、円筒状の固定子１１の内面が隙間を介して対向する。固定子１
１にも、固定子１１の内径から外径に放射状に延びた複数のラジアルダクト４が設置され
る。
また、固定子１１は、フレーム１の中に設置される天板３３に固定される。
【００２５】
　内扇ファン２２は、フレーム１の内部に設置されるものである。そして、この内扇ファ
ン２２は斜流型である。更に、この内扇ファン２２の吐出方向は、内側方向、つまり、回
転子３や固定子１１が設置されている方向（冷却風の流れ方向３１）である。
【００２６】
　なお、内扇ファン２２は、回転子３の近傍の片側もしくは両側に、吐出方向が回転子３
側になるように設置される。
【００２７】
　また、内扇ファン２２とシャフト２との間に介在するスリーブ２１は、その外周面に、
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内扇ファン２２の後流側の外周面端部が、内径方向に転向するように転向面４０が形成さ
れる。
【００２８】
　これにより、内扇ファン２２の出口で、斜め外径方向に吐出される冷却風の流れの一部
を、内径方向に転向させ、回転子３のアキシャルダクト５やラジアルダクト４への冷却風
の流入を促進することができ、回転子３のアキシャルダクト５やラジアルダクト４への冷
却風の風量低下を抑制することができ、冷却能力を増大させることができる。
【００２９】
　さらに、内扇ファン２２から吐出される冷却風の流れと、冷却風にとっては障害物とな
るエンドリング６との干渉を効率的に抑制し、冷却能力を増大することができる。
【００３０】
　フレーム２の内部は、フレーム２の外部と異なり、回転子３や固定子１１が密集して設
置され、ファンを設置する空間的余裕が小さい。このため、ファンの体格が過大になると
周辺構造物と干渉し、十分な冷却能力を得られないとの課題があった。しかし、本実施例
に記載する内扇ファン２２やスリーブ２１を使用することにより、回転子３や固定子１１
や固定子巻線１２に効率よく冷却風を供給することができるため、冷却能力を増大するこ
とができる。
【００３１】
　また、内扇ファンを使用する場合、通常、冷却風をファンの内側から外側へ流通させる
。回転子３や固定子１１を均等に冷却するためである。しかし、本実施例に記載する電動
機１００では、斜流型の内扇ファン２２を使用し、冷却風の流れ方向３１を内扇ファン２
２の外側から内側へとすることにより、回転子３や固定子１１や固定子巻線１２に直接的
に冷却風を供給することができるため、局所的な冷却能力を増大することができる。さら
に、冷却風の流れ方向３１をアキシャルダクト５の吸込方向と同じにすることで、ラジア
ルダクト４の昇圧効果を損なくことなく、冷却風を効率的に用いることができる。
【００３２】
　電動機１００は、電力が印加されると、シャフト２に支持された回転子３が固定子１１
で発生した磁力によって高速で回転することにより駆動する。
【００３３】
　このとき熱損失により、回転子３及び固定子１１の温度が上昇する。電動機１００は、
この熱損失による温度上昇の上限を定格値に保持するため、アキシャルダクト５、ラジア
ルダクト４、内扇ファン２２等の放熱手段を備える。
【００３４】
　例えば、フレーム１の内部に冷却風（強制対流）を発生させる内扇ファン２２を、シャ
フト２で支持するようにして備え、回転子３と固定子１１との間の隙間や、回転子３や固
定子１１に冷却風を通風させるようにする。
【００３５】
　冷却能力の向上のため、回転子３と固定子１１とにラジアルダクト４を設置し、回転子
３の内側から外側へ放射状に冷却風を通風させると共に、固定子１１の内側から外側へ放
射状に冷却風を通風させ、回転子３及び固定子１１とを冷却する。
【００３６】
　つまり、本実施例に記載するラジアルダクト４は、回転子３と固定子１１とを通って、
回転子３の内径側から外径側へ放射状に、そして、固定子１１の内径側から外径側へ放射
状に、延びている複数の通風路のことである。
【００３７】
　なお、ファンの形状を大別すると、遠心ファン、軸流ファン、斜流ファンとなる。ファ
ンの形状にはそれぞれに長所と短所がある。一般的に、軸流ファンは大風量・低圧力、遠
心ファンは小風量・高圧力であり、斜流ファンは軸流ファンと遠心ファンとの中間の特性
を有する。また、遠心ファンよりも軸流ファンの方が、一般的に構造が単純であり、斜流
ファンはその中間である。
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【００３８】
　本実施例に記載する電動機１００では、斜流ファンを使用し、特に、フレーム１の外部
に設置する外扇ファンとして使用するのではなく、この斜流ファンをフレーム１の内部に
設置する内扇ファンとして使用している。外扇ファンは、通常、温度が上がった冷却風の
温度を下げるための熱交換用に使用され、本実施例においても、図示はしていないが、こ
うした外扇ファンを設置してもよい。
【００３９】
　このように、本実施例に記載する電動機１００に使用されるファンは、フレーム１の内
部に設置される内扇ファン２２であり、内扇ファン２２は斜流型であると共に内扇ファン
２２の吐出方向が内側方向、つまり回転子３側になる。
【００４０】
　これにより、本実施例に記載する内扇ファン２２を備えた電動機は、アキシャルダクト
５やラジアルダクト４の昇圧効果と内扇ファン２２の昇圧効果とを効率的に使用し、通風
抵抗が大きい通風路においても、冷却風の風量を増大させることができ、冷却能力を増大
することができる。また、本実施例に記載する内扇ファン２２を備えた電動機１００は、
内扇ファン２２を大型化及び騒音増大することなく、冷却能力を向上させることができる
。
【００４１】
　このように本実施例では、冷却能力の向上のため、適切な形状の冷却用の内扇ファン２
２やスリーブ２１を備えることにより、内扇ファン２２と周辺構造物との干渉を抑制する
ことができる。
【００４２】
　次に、動作について説明する。
【００４３】
　本実施例に記載する電動機１００は、固定子１１と固定子巻線１２とへの通電により、
回転子３、シャフト２、スリーブ２１及び内扇ファン２２が回転する。これにより、回転
子３及び固定子１１に熱が発生する。
【００４４】
　一方、内扇ファン２２とラジアルダクト４とでは空気が昇圧され、この回転により、冷
却風が発生する。
【００４５】
　冷却風の流れ方向３１は、内扇ファン２２の外側から内側であり、つまり、回転子３や
固定子１１へ向かう方向である。内扇ファン２２の出口から吐出された冷却風は、外径側
の主に固定子巻線１２の間を通過する方向とアキシャルダクト５を通過する方向に分岐す
るように流れる。これは、スリーブ２１に形成される転向面４０が作用するためである。
【００４６】
　アキシャルダクト５を通過した冷却風は、ラジアルダクト４を通過し、クーラーボック
ス１４に中央部から流入する。固定子巻線１２の間を通過した冷却風も、同様にクーラー
ボックス１４に中央部から流入する。内扇ファン２２の出口から吐出された冷却風は、ク
ーラーボックス１４に流入するまでの間に、回転子３と固定子１１とで発生した熱を吸熱
し、温度が上昇する。
【００４７】
　このように温度が上昇した冷却風は、クーラーボックス１４の中に設置される冷却管を
流れる低温空気と熱交換（低温空気に放熱）し、温度が低下する。温度が低下した冷却風
は、クーラーボックス１４の端部から下方に流れ、再度、内扇ファン２２の入口から吸い
込まれる。そして、冷却風は、フレーム１の下方とクーラーボックス１４との間を循環す
る。
【００４８】
　本実施例に記載する内扇ファン２２を有する電動機１００では、内扇ファン２２の吐出
方向とアキシャルダクト５の吸込方向が同じであるため、両方の昇圧効果を効率的に用い
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ることができる。さらに、内扇ファン２２は、斜流型であるため、通風抵抗が比較的大き
な通風路であっても、外径を大きくすることなく、大きな風量の冷却風を発生させること
ができる。
【００４９】
　このように、電動機１００が高出力化される場合や構成部品が高密度実装（高密度化）
される場合のように、通風抵抗が大きくなる場合であっても、電動機１００の小型化や低
騒音化を実現しつつ、回転子３及び固定子１１の温度上昇を抑制することができる。
【００５０】
　また、スリーブ２１は、内扇ファン２２の後流側の外周面端部が、内径方向に滑らかに
転向するように形成される（転向面４０が形成される）ため、斜流型の内扇ファン２２の
出口で、斜め外径方向に吐出される冷却風の流れの一部を内径方向に転向させ、回転子３
のアキシャルダクト５への冷却風の流入を促進し、冷却風の風量を増大することができる
。従って、回転子３の温度上昇を抑制することができる。
【００５１】
　なお、本実施例では、スリーブ２１の内扇ファン２２の後流側の外周面端部に形成され
る転向面４０の形状は、曲面を有するが、平面の組み合わせであってもよい。
【００５２】
　本実施例によれば、電動機１００の出力を向上させる（高出力化する）場合であっても
、ファンを大型化することなく（小型化（同サイズ）のまま）、実現することができる。
すなわち、ファンの大型化を図ることなく、冷却効率を高める（効率よく冷却風を使用す
る）ことができるためである。また、ファンの大型化を図る必要がないため、ファンの大
型化による風切り音の増大も抑制することができ、低騒音化も実現することができる。
【００５３】
　このように、内扇ファン２２の外径を小さくすることにより、低騒音化が可能となり、
冷却風の風量を増大することにより、冷却能力を増大することができる。
【００５４】
　また、本実施例に記載する電動機１００は、内扇ファン２２の翼根元側後縁とエンドリ
ング６との軸（回転軸）方向距離３２を、内扇ファン２２の翼最大外径４１の０．１７倍
以上０．２０倍以下に設置することが好ましい。具体的には、本実施例に記載する電動機
１００は、内扇ファン２２の翼根元側後縁とエンドリング６との軸方向距離３２が内扇フ
ァン２２の翼最大外径４１の０．１８倍になる位置に設置される。
【００５５】
　本実施例に記載する電動機１００は、内扇ファン２２の翼根元側後縁とエンドリング６
との軸方向距離３２を小さく設定することができ、軸長が短縮され、振動低減が実現でき
る。また、内扇ファン２２と吐出側障害物との距離は、干渉を避けるために、流れ方向に
、内扇ファン２２の翼最大外径４１の０．２０倍以上に設定されることが好ましく、内扇
ファン２２の翼根元側後縁とエンドリング６との軸方向距離３２を、内扇ファン２２の翼
最大外径４１の０．２０倍と設定すれば、内扇ファン２２から吐出される冷却風の風量低
下を抑制することができる。更に、内扇ファン２２から吐出される冷却風の風量低下を抑
制するためには、斜流型である内扇ファン２２の傾斜角度は、軸流型との差異を発揮する
ために、３０°以上であることが好ましく、こうした内扇ファン２２の傾斜角度を考慮す
ると、内扇ファン２２の翼根元側後縁とエンドリング６との軸方向距離３２を、内扇ファ
ン２２の翼最大外径４１の０．１７（０．２０×ｃｏｓ３０°＝０．１７）倍以上とする
ことが好ましい。すなわち、内扇ファン２２の翼根元側後縁とエンドリング６との軸方向
距離３２を、内扇ファン２２の翼最大外径４１の０．１７倍以上０．２０倍以下とするこ
とが好ましい。
【００５６】
　内扇ファン２２とエンドリング６との間の軸方向距離３２を、このように設置すること
により、内扇ファン２２の吐出流れ（冷却風流れ）とエンドリング６との干渉が抑制され
、冷却風の風量の低下を回避することができる。結果的に、回転子３と固定子１１との温
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度上昇を抑制することができる。
【００５７】
　図２は、本実施例に係る内扇ファンの寸法定義を子午面で説明する説明図である。
【００５８】
　本実施例に記載する内扇ファン２２は、図２に示すように、翼の子午面形状を、曲線を
用いずに、全て直線で形成することが好ましい。このような形状とすることにより、翼の
形状が、比較的単純な形状となるため、製造や組立が容易となる。
【００５９】
　また、内扇ファン２２とファンガイド２３との隙間量を、より小さな値に管理できるよ
うになり、内扇ファン２２の性能を向上することができる。これにより、冷却能力を増加
することができる。結果的に、回転子３と固定子１１との温度上昇を抑制することができ
る。
【００６０】
　また、内扇ファン２２の翼の軸（回転軸）方向全長（Ｌ）を翼最大外径４１（出口外径
：Ｄ２）の０．１７倍以下（０．１５倍以上）とすることが好ましい。
【００６１】
　本実施例では、図２に示すように、翼の子午面において、内扇ファン２２の翼子午面形
状は、全て直線で形成される。そして、翼の軸方向全長（Ｌ）は、翼最大外径４１（出口
外径：Ｄ２）の０．１６倍となっている。
【００６２】
　このような形状とすることにより、内扇ファン２２とエンドコイル６との距離を、適切
な距離に保ちつつ、２つの軸受間距離を過大にすることなく適切な距離に設定することが
できるため、軸振動を安定化させることができ、内扇ファン２２の吐出流れ（冷却風流れ
）とエンドリング６との干渉が抑制され、冷却風の風量の低下を回避することができる。
結果的に、回転子３と固定子１１との温度上昇を抑制することができる。
【００６３】
　さらに、内扇ファン２２の翼の前縁外径Ｄ１を翼最大外径Ｄ２の０．８７倍以上（０．
８９倍以下）と設定し、スリーブ２１の外周部とシャフト２の軸線との間の傾斜角度θを
、４５°以上（５０°以下）とすることが好ましい。
【００６４】
　本実施例では、内扇ファン２２の翼の前縁外径Ｄ１は翼最大外径Ｄ２の０．８８倍とな
っている。さらに、スリーブ２１の外周部とシャフト２の軸線との間の傾斜角度θは、約
４５°となっている。
【００６５】
　このような形状とすることにより、内扇ファン２２の翼の前縁外径Ｄ１を適切に設定す
ることができ、かつ、スリーブ２１の外周部とシャフト２の軸線との間の傾斜角度θも適
切に設定することができるため、翼間流れのはく離を抑制しつつ、内扇ファン２２の静圧
効率を高めることができる。結果的に、回転子３と固定子１１との温度上昇を抑制するこ
とができる。
【００６６】
　図３は、本実施例に係る内扇ファンの寸法定義を翼型で説明する説明図である。
【００６７】
　内扇ファン２２の翼根元の出口角度β２は、図３に示すように、約９０°と設定されて
いる。なお、内扇ファン２２の翼根元の出口角度β２は、８５°以上９０°以下であるこ
とが好ましい。このような形状とすることにより、内扇ファン２２の翼先端の出口角度β
２（図示なし）を適切な角度とし、翼先端での隙間漏れ流れやはく離流れの悪影響を抑制
しつつ、内扇ファン２２を高圧化することができる。これにより、冷却能力を増加するこ
とができる。
【００６８】
　このように、内扇ファン２２の翼根元の出口角度β２を大きくするにより、内扇ファン
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２２から吐出される冷却風の風量低下を抑制することができる。したがって、回転子３や
固定子１１の温度上昇を抑制することができる。
【００６９】
　このような形状とすることにより、入口での速度を小さくすることで入口損失を小さく
し、翼間で増速することができる。そして、翼間の流れのはく離を抑制し、大きな遠心力
を圧力に変換することができ、内扇ファン２２の静圧効率を高くすることができ、冷却能
力を増加することができる。
【実施例２】
【００７０】
　図４は、他の実施例に係る内扇ファンを備えた電動機の要部断面を示す模式図である。
【００７１】
　本実施例（図４）に記載する電動機１００は、実施例１（図１）に記載した電動機１０
０と概ね同様であり、実施例１に記載した電動機１００との相違は、実施例１に記載する
ファンガイド２３が、本実施例では、内径側ファンガイド２４と外径側ファンガイド２５
との２重構造になっている点である。
【００７２】
　なお、図４に記載する符号は、図１に記載した符号と同様であるため、説明を省略する
。
【００７３】
　内扇ファン２２と外径側ファンガイド２５との隙間を小さくすることにより、内扇ファ
ン２２の翼先端部の（内扇ファン２２と外径側ファンガイド２５との隙間における）漏れ
流れを抑制し、内扇ファン２２の性能を向上させることができる。
【００７４】
　同時に、固定子巻線１２と内径側ファンガイド２４との隙間を小さくすることにより、
固定子巻線１２と内径側ファンガイド２４との隙間における漏れ流れや渦を抑制し、固定
子巻線１２近傍の通風路における損失を低減することができる。
【００７５】
　これにより、回転子３や固定子１１の温度上昇を抑制することができる。
【００７６】
　なお、外径側ファンガイド２５の材質は鉄材で構成されることが好ましい。また、内径
側ファンガイド２４の材質は樹脂などの非鉄材で構成されてもよい。
【００７７】
　つまり、本実施例に記載する電動機１００は、実施例１に記載するファンガイド２３を
２重構造とし、外径側（外径側ファンガイド２５）は内扇ファン２２の翼外周の先端部に
沿って設置され、内径側（内径側ファンガイド２４）は固定子巻線１２の外径側輪郭に沿
って設置されることが好ましい。
【００７８】
　このように構成することにより、内扇ファン２２と外径側ファンガイド２５との隙間を
小さくしつつ、固定子巻線１２と内径側ファンガイド２４との隙間も小さくすることがで
き、漏れ流れや渦を抑制し、通風路における損失を低減し、簡易な構成で冷却能力を増加
することができる。
【００７９】
　なお、本発明は上記した本実施例に限定されるものではなく、様々な変形例が含まれる
。例えば、上記した実施例は本発明を分かりやすく説明するために詳細に説明したもので
あり、必ずしも説明した全ての構成を備えるものに限定されるものではない。
【００８０】
　なお、本実施例に記載した電動機は、誘導電動機や永久磁石同期電動機に適用すること
ができる。
【符号の説明】
【００８１】
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１　フレーム
２　シャフト
３　回転子
４　ラジアルダクト
５　アキシャルダクト
６　エンドリング
１０　軸受
１１　固定子
１２　固定子巻線
１４　クーラーボックス
２１　スリーブ
２２　内扇ファン
２３　ファンガイド
３１　冷却風の流れ方向
３３　天板

【図１】 【図２】
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